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Abstract

This paper investigates changes in the strategic management of innovation among 

multinational corporations from the viewpoint of the dynamic capability of US business 

management. In particular, it considers the research of John Cantwell on innovation 

management in companies that are operating in emerging markets. Furthermore, the 

integrated viewpoints of global strategic management in the fields of economic geography, 

innovation and strategic management that are giving rise to new trends in research are of 

interest. The dynamic capability of multinational corporations is the driver that these 

corporations need to achieve regional sustainable development in emerging markets. 

Simultaneously, this can be explained as the balanced ability of corporations to achieve 

regional sustainable prosperity in advanced market countries. Dynamic capability is 

gaining practical significance in today’s world where new innovations that are based on 

entrepreneurship are created in complex domains through global connectedness among 

regional clusters.

In Section II, we note the major change in US business management towards complex 

problem solving. Furthermore, we demonstrate that the current changes in the field of 

international business studies are the result of a process whereby the strategic 

management of innovation focusses on dynamic capability.

In Section III, we consider the research of John Cantwell et al. on innovation 

management in corporations that are operating in emerging markets. This research 

incorporates viewpoints on dynamic capability and open innovation, which take 

multinational corporations in new directions. Furthermore, we consider the development 
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Ⅰ．はじめに

本稿は，米国経営学のダイナミックケイパビリティの視点から，多国籍企業のイノベー

ションの戦略経営の変化について考察することを目的としている。そのために，J.カント

ウェルなどの新興国市場の企業によるイノベーション経営の研究に関して考察を行い，最

近の研究の潮流として生成している，経済地理，戦略経営，イノベーションの分野の統合

的な視座について，グローバル戦略経営の視点から検討する。多国籍企業のダイナミック

ケイパビリティは，新興国市場の地域の持続可能な開発を実現する上で必要となる企業の

駆動的な能力を説明すると同時に，先進国市場における地域の持続可能な繁栄を実現する

企業の均衡的な能力について説明できると考えられる。ダイナミックケイパビリティは，

企業家精神に基づく地域のクラスター間でのグローバルな結合性を通じて，複合的な領域

において新たなイノベーションが生成する今日，実践的な意義を増大させている。

of new viewpoints that integrate the areas of economic geography, strategic management 

and innovation.

In Section IV, from among these integrated viewpoints we focus on research related to 

global connectedness and innovation clusters. Moreover, we discuss the idea regarding 

designing corporations’ global strategies in terms of controlling the balance between 

sustainable development in emerging markets and sustainable prosperity in advanced 

markets. In Section V, we state our conclusions and suggest directions for conducting 

future research.
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第Ⅱ章では，米国経営学が複合的な問題解決を指向して大きく変化しており，国際経営

論の分野で現在生じている変化とは，ダイナミックケイパビリティの概念を中心にしなが

らイノベーションの戦略経営論が浸透する過程であることを示す。

第Ⅲ章では，多国籍企業論にダイナミックケイパビリティとオープンイノベーションの

視点を組み入れて新たな展開を示している J.カントウェル他による新興国市場の後発企

業のイノベーション経営に関する研究について考察を行う。その上で，彼らが発展させつ

つある経済地理，戦略経営，イノベーションの分野を統合化する新しい視座について考察

する。

第Ⅳ章では，統合的な視座の中でも，グローバルな結合性とイノベーションのクラスタ

ーに関する研究に焦点を当てて考察を行い，新興国市場の持続可能な開発と先進国市場の

持続可能な繁栄のバランスを制御するような企業のグローバル戦略を設計する考え方につ

いて論じる。第Ⅴ章では結論として，本稿の総括を行い，今後の研究の方向性を示す。

Ⅱ．ダイナミックケイパビリティの新たな潮流と方向性

（１）米国経営学とダイナミックケイパビリティ

本章では，国際経営及び企業のイノベーションの戦略経営の変化に関して，米国経営学

の主流にあるダイナミックケイパビリティの視点から考察を行うことにする。米国経営学

会，Academy of Management（AOM）の年次大会に関する過去数年間のテーマの特徴と

して，経済の持続可能な開発の探求を背景にしながら，地球的な視野に基づき境界を越え

たイノベーションを扱う傾向を挙げることができる。この数年間のテーマの傾向を以下に

示す１）。

例えば，米国のフィラデルフィアで2014年に開催された Academy of Managementで

は，Power of Wordsを統一テーマに，国境，地域，組織など様々な次元の境界を越えた

“言葉の力”に基づく対話及び知識創造に関連する報告が多数行われている。企業での海

外からの移住者の活躍，女性を含むマイノリティの管理職位への登用などによる多様性の

管理について強調され，新しいリーダーシップの在り方を含めた経営組織の様々なイノベ

ーションが扱われている。そこでは組織の能力をダイナミックに再構成するメタ能力が問

われており，ダイナミックケイパビリティの考え方は拡張され，普遍性を示している。他

方でこの分野での研究は，現在でも模索の段階にあり，専門分野を越えた複合的な研究ア

プローチを探求する傾向を観察することができる。

また2013年にオーランドで開催された AOMの統一テーマ，Capitalism in Questionは，

アジア新興国市場の発展などを通じて体制の間での境界が曖昧になり，国家及び経済体制
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よりも地域の多様性に焦点が向けられる“資本主義の疑問”の時代を象徴している。2012

年にボストンにおいて開催された AOMの統一テーマ，Informal Economyは，地球規模

での“非公式経済”と公式経済の境界を越えたイノベーションを示唆するものであった。

2015年にカナダのバンクーバーで開催の AOMでは，Opening Governanceが統一テーマ

として掲げられ，クラウドソーシング，ビッグデータを始めとする ICTの時代が到来す

る中で，“組織境界を越えたパートナーシップと共同によるイノベーション”が，急速に

本格化していることを示している。カリフォルニア大学の H.チェスブロー教授が2003年

に提唱したオープンイノベーションの考え方は，クラウド技術の進化に合わせて，サイエ

ンスの様々な次元において実現化している。

イノベーションの戦略経営論の国際経営論への浸透の過程を考える上で，このような境

界を越えたイノベーションの動きは，本質的に重要であると考えられる。本稿でも取り上

げるテンプル大学の R.ムダンビ教授は，「知識の活用と空間を越えた能力は，国際経営の

次のフロンティアであり，多国籍企業とは，その子会社が，地域的な文脈の多様性に埋め

込まれたノードとして機能するネットワーク化された企業である。多国籍企業は，多くの

地域的なイノベーションシステムに関係することが可能になり，その結果として，多様な

知識基盤に接近し，それらを統合して新しい能力を創造することが可能になる２）。・・・

また個人の創造性を生かす一方，モニタリングを最小化し，内在的動機付けを生み出すた

めの組織アーキテクチャーの設計は，MNEの競争優位性の重要な要素になる３）」と論じ

ている。

R.ムダンビは，米国へのディアスポラの一人であり，企業のイノベーション経営，戦

略経営，国際経営，企業家精神と地域のクラスターなど，相互浸透的な複合領域で活発な

研究を行っている。アジア新興国市場の一角を占めるインドの企業によるグローバルイノ

ベーションを分析対象とした上で，欧米の先端的な企業との間で比較分析することによ

り，イノベーションのグローバル化がダイナミックに進化するメカニズムを探求してい

る。彼は，移行期のインド経済における企業の戦略経営に関する研究を行っており，先進

国市場の企業におけるイノベーション経営との差異化及び収斂化を解明しようとしてい

る。

（２）国際経営論へのイノベーションの戦略経営論の浸透

国際経営論の分野で ,現在生じている変化は，イノベーションの戦略経営論が浸透する

過程であり，ダイナミックケイパビリティ及び境界を越えたイノベーション（オープンイ

ノベーション）の潮流に焦点が向けられたものである。この傾向は，過去の研究を見れ

ば，A.D. チ ャ ン ド ラ ー 他 編 The Dynamic Firm –The Role of Technology, Strategy, 
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Organization, and Regions, 1999４）に象徴されるように，ダイナミックケイパビリティの

理論が生成した時期に存在していたと理解できる。

A.チャンドラーによる序文で始まる前掲書は，第１部 :企業における技術，第２部 :戦

略 /組織，第３部 :地域 という構成になっている。企業の長期の競争優位性に関する基

礎理論として，ダイナミックな企業行動の理論について模索されており，これが現在のダ

イナミックケイパビリティの研究の展開に繋がっている５）。前掲書では，ダイナミックケ

イパビリティの系譜に連なる Y.ドーズ，R.ネルソン，V.ヒッペル，野中郁次郎，藤本隆

宏，などが各章を執筆しており，J.ダニング，M.ポーターなどの代表的な研究者が重要

な章を執筆している。次章で取り上げる J.カントウェルは，技術のグローバル化につい

て論じている。彼を中心に技術，戦略，地域のアイデアの統合を試みる新しい視座が生成

しつつあり，これについては第Ⅳ章で論じることにする。

21世紀に入ると ICTの進化と普及を契機として，オープンイノベーションの潮流が本

格化することになる。これは D.ティースとの共著論文の Organizing Innovationによって

注目された H.チェスブローが，シリコンバレーでの ICT企業によるイノベーション経営

の事例研究を基にして発展させた新しいパラダイムであり，サイエンスビジネスを中心に

企業での実践及びイノベーションに関する学術研究において世界的な広がりを見せてい 

る６）。この時期の多国籍企業は，チャンドラーモデルからポストチャンドラーモデルへの

企業形態としての移行が想像を越える速度で進行することになった。

この問題に関しては，イノベーションの戦略経営論の分野を中心とする研究者が，A.チ

ャンドラーの学説研究の D.ティース他編著Management Innovation, 2012の中で，ダイナ

ミックケイパビリティの観点から解明している。現在，ダイナミックケイパビリティの研

究は，アメリカ経営学におけるイノベーションの戦略経営論の中心に位置しており，20世

紀後半以降の日本と米国の経済発展の歴史を踏まえたオープンイノベーション，及び，日

本企業の製品開発過程に基づく組織的知識創造のメカニズムを内包するダイナミックケイ

パビリティの観点は，アジア新興国市場の急速な発展を背景にして，日本企業のグローバ

ル戦略経営を考える際に重要な視座を提供できると考えられる。

ダイナミックケイパビリティとオープンイノベーションが，連携的なパターンを描いて

新たな進化を見せる背景には，米国の経営戦略論の分野で複合的なアプローチに依拠した

研究の必要性が高まっていることが挙げられる。それにより，国内・グローバルの壁を越

えた理論を形成できるためである。例えば，この分野の代表的なテキスト，Joe Tidd and 

John Bessant，Strategic Innovation Management 2014の内容に象徴されるように，ダイナ

ミックケイパビリティの系譜には，イノベーションの戦略経営論に関連する複合的な方法

論が含まれており，応用可能性及び発展可能性が高いと考えられている７）。ミシガン大学
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の A. Afuah教授が Business Model Innovation, 2014.で論じているように，世界に拡散し

て進化するビジネスモデルのイノベーションもまた，ケイパビリティを核としてシステム

としての模倣困難性を探究する傾向があり，この研究の潮流の重要性は高まりを見せてい

る８）。

ダイナミックケイパビリティが，さらにオープンイノベーションと連携して発展する背

景には，米国内で新産業を創出する駆動力が希求されていることが挙げられる。現在，米

国の経営戦略論では，企業におけるイノベーションと競争優位性を中心に複合的な研究ア

プローチを求める傾向が強まっている。ダイナミックケイパビリティの概念を中心に置い

て，ビジネスモデルイノベーション，プラットフォーム，顧客との相互作用などの様々な

視点を含む多層的な研究を統合化する試みが活発化しており，全体の理解を包括する触媒

的な役割を果たしている。D.ティースの論文にあるように，それは企業の複合的な文脈

におけるイノベーションを考える際に有効である９）。

その背景には，先進国市場に本拠地のある企業が，グローバルな戦略経営を志向する現

実が，益々進行しており，知的財産の戦略的管理が，駆動力として本質的に重視される現

実がある。その中で複合的な研究アプローチを探求する動きが生じていると考えられる。

2014年にフィラデルフィアで開催された AOMでは，D.ティースなどが参加して大学が

オープンイノベーションにおいて果たす役割について報告が行われた10）。オープンイノベ

ーションに関する議論では，新産業の創出の実現，地理的な距離を越えたグローバルな結

合性，中小規模企業によるイノベーションと地域の能力の活性化などが扱われている。

米国内にはイノベーションを通じたグローバルな優位性を再生する戦略を志向する研究

の潮流が存在する。例えば，Ben L. Keia, Subhash C. Jain他著，Restoring America’s 

Global Competitiveness through Innovation, 2013では，米国のハイテク産業では，新産業

の創出とイノベーションを目的とするコラボレーションのネットワークが，多様な地域に

国際的に幾重にも組み込まれて実行に移されている状況について論じられている11）。この

ような現象について，カリフォルニア大学のデイヴィス校の S.クロール教授他は，

Organized Innovation A Blueprint for Renewing America`s Prosperity, 2014の中で，境界 -破

壊的なコラボレーション （boundary breaking Collaboration）の概念を用いて表現してい

る12）。

現在の米国の経営戦略論の文脈では，ダイナミックケイパビリティとオープンイノベー

ションに関する議論は，ネットワーク組織の普及を背景として，セットで行われる傾向が

ある。そのような“能力に基づく観点”が，先進国企業によるグローバル戦略と持続可能

な繁栄，そして新興国及び途上国の企業の持続可能な開発にどのように連動しているかに

焦点を当てて研究領域を拡張することを通じて，先進国市場の企業が本質的に直面する課
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題に対応できると考えられる。多国籍企業によるイノベーションの戦略経営は，世界的に

母国及び現地国における地域のイノベーションシステムの進化と活性化に本質的に依拠し

ており，長期的には戦略的な人的資源の開発育成の能力に基づくことが，その背景に存在

する。

ダイナミックケイパビリティの研究は，これまでのところ新興国市場及び途上国市場の

地域の持続可能な開発については包括していない面がある13）。物理的な距離を超えた地域

のクラスターにおけるグローバル連携によるイノベーションと新産業の創出を前提とする

時代において，企業のダイナミックケイパビリティの研究は，そのような地域のクラスタ

ーを軸に置いた持続可能な開発の問題を扱わざるを得ない。ケンブリッジ大学の C.ピテ

ィリス教授他は，この問題について，『グリーンバリュー経営への大転換（Green 

Business, Green Values, and Sustainability）』, 2011の中で包括的に論じており14），企業のグ

ローバル戦略経営と地域の持続可能な開発との関係性を先端的な研究領域として位置付け

ている。彼はまた，D.ティースとの共著論文「国境を越えた市場の共創，ダイナミック

ケイパビリティ，多国籍企業の企業家的理論」を執筆している15）。

この重要な問題は，さらに途上国の企業によるグローバル戦略にも関連してくる。J.カ

ントウェルは，途上国にある企業が，多様なサプライヤーからイノベーション能力をいか

に学習するかに焦点を当てている。彼の研究によれば，途上国の企業は，様々な方法及

び，親会社，顧客，供給者，ジョイントベンチャーのパートナー，協力企業，研究機関な

ど，異なる地域的或いは国際的な行為者との連携を通じて，イノベーションの実行につい

て学習している16）。企業は，これらの知識の外部源泉を通じて，新しい革新的な技術能力

を自らの組織に蓄積し創造することになる。

本章で論じたように，米国経営学が，複合的な問題解決を指向しながら大きな変化を遂

げつつある中で，国際経営論の分野は，イノベーションの戦略経営論から影響をさらに受

けるようになっている。次章では，多国籍企業論の中にダイナミックケイパビリティ及び

オープンイノベーションの視点を組み入れて，新たな展開を示している Jカントウェル及

び Rムダンビ他による最近の研究に基づいて考察を行い，彼らが提示する経済地理，戦

略経営，イノベーションの分野を統合化する新しい視座について考察する。

Ⅲ．多国籍企業のダイナミックケイパビリティとオープンイノベーション  

－J.カントウェル他の研究における企業の内部から地域のクラスターへの焦点の移行－

（１） 新興国の後発企業による産業上のリーダーへのキャッチアップ戦略

本章では国際経営論の研究者として，米国 ルトガー大学の J.カントウェル教授の研究

を取り上げ，国際経営及び企業のイノベーションの戦略経営の変化に関して考察を行う。
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彼は，Journal of International Business Studies の Editor in Chiefを務めており，2012年の

編著書，Innovative Firms in Emerging Market Countries17）の中で，新興国市場の企業の

キャッチアップ過程におけるイノベーションのメカニズムについて解明している。2004年

には，多国籍企業の立地と地域のイノベーションシステムに関連する叢書 Globalization 

and the Location of Firms, 200418）を編纂しており，この分野での指導的な研究者である。

D.ティース教授は，国際経営の分野での初期の研究で国際的な技術移転の領域などで

優れた研究成果を出した後，イノベーションの戦略経営論の分野でダイナミックケイパビ

リティなどの影響力のある理論を確立し，そのアイデアを国際経営の文献に戻すことによ

って，新たな発展の経路を切り開くことで顕著な貢献を成している19）。J.カントウェル他

編著は，この系譜の中に位置付けることができる。J.カントウェルは，テンプル大学の R

ムダンビとの共著論文の中で，多国籍企業の海外子会社が，能力活用型の段階から局地的

な面で能力創造型の段階に進化することを提示し，能力創造型の海外子会社が，地域のネ

ットワークに緊密に埋め込まれることで，地域のイノベーションシステムの進化を促進す

る機能を果たすことを実証的に明らかにしている20）。

2015年に香港で開催された9th Asia Academy of Managementは，「アジア新興国市場か

らのイノベーション及びアジア新興国市場に向けたイノベーション」をテーマに掲げてお

り，J.カントウェル教授が Keynote Speakerとして招聘されている。この大会の Call for 

Paperによれば，イノベーションは，新興国市場の企業と先進国市場の企業の両方に駆動

されており，いずれもアジア新興国市場をイノベーションのハブとして活用している現実

に焦点が当てられる21）。企業の管理者は，地域の文化的な多様性と変化の激動性に対処す

るため，常に挑戦的な課題に直面している。急成長を続ける東アジア及びインドなど新興

国市場の企業のイノベーションについて，ダイナミックケイパビリティの視点を軸にして

分析する J.カントウェル等の研究は，この分野での広範な基礎を提供している。

J.カントウェル他は，Innovative Firms in Emerging Market Countries, 2012の中で，東

アジア及びインドなど新興国市場に位置する後発企業のイノベーション経営による ,先進

国市場の多国籍企業へのキャッチアップ過程について，国別の企業の事例分析に基づいて，

歴史分析的な視点から体系的かつ理論的な洞察と将来的に関する示唆を与えている22）。前

掲書の特徴は，新興国のキャッチアップ企業が，グローバルな事業活動を遂行する際の企

業内外にある知識の結合及び能力の構築の長期的な過程及びダイナミックな能力の再編成

（ダイナミックケイパビリティ），及び，それらのグローバルでオープンな価値連鎖との結

合（オープンイノベーション）の段階的な進化について事例を基に分析している点にあ

る。他方でそれは，米国型のイノベーションの戦略経営が世界に普及するにつれて，先進

国と新興国の企業のグローバル戦略経営の差異が，次第に収斂してきている事実を示して
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いる。

J.カントウェルは，以下の重要な歴史的な変化について解明している。すなわち，中

国，インドなど顕著な技術的なキャッチアップを経験した国々は，先進国からの技術イノ

ベーションのグローバルな拡散の中で，グローバル化の第２の波に関連するグローバルな

結合性に大きく依存してきた。すなわちそれらの国々は，国内の産業間ネットワークを構

築することに焦点を当てるのではなく，価値連鎖がさらに分解し，世界的に再配置される

につれて，国際的な労働分業の中で専門的な地位或いは結節点を成長させている23）。それ

はモジュラー生産の増大によるイノベーションの水平分業の飛躍的な増大を意味してお

り，地域のクラスターとイノベーションシステムが重要な機能を果たすことになる。

中国，インドなどの新興国市場の企業による予想を越える速度の成長は，先進国市場の

多国籍企業による技術移転の戦略及び海外直接投資が契機となり，それら後発企業との国

際ジョイントベンチャーや戦略提携，共同開発などが活発化したことが原因となってい

る。それは企業のイノベーションの戦略経営能力が向上する中で生じたが，国際ジョイン

トベンチャー及び戦略提携，共同開発などを通じて，企業のダイナミックケイパビリティ

とオープンイノベーションの実行能力が学習される過程で生じてきた24）。適合的な国際的

な企業間の関係は，国によって多様性がある。新興国市場の後発企業にとって，長期の能

力蓄積の段階と共に，能力の学習と能力の再構成を通じて，ダイナミックにイノベーショ

ンを創造する能力を構築することが重要であり，一定の閾値を越えた企業が，グローバル

なオープンイノベーションを実行する機会を掴むことが可能になったと考えられている。

以上のように，イノベーションの戦略経営の浸透が，新興国市場の企業の発展を促進した

と考えることができる。

新興国市場の後発企業による技術的なイノベーション能力は，地域を基盤としたユーザ

ーイノベーションの手法が発展する過程で生じてきた側面があり，そこでは，ICTの柔軟

な活用能力，顧客との距離の近接性に基づく知識，現場知が重要性を増大する傾向がある

と考えられる。そのことが最先端の経路創造的なイノベーションに繋がることになる。

D.ティースは，多国籍企業は，国家のイノベーションシステム及び地域のイノベーシ

ョンシステムの多様性に依存する組織的プラットフォームを構成しており，組織的プラッ

トフォームとは，結合された能力を引き出し，活用し，発展させるものであると論じてい

るが25），それは J.カントウェルが示す視点とも共通している。

（２）多国籍企業におけるオープンイノベーションシステムへの移行

J.カントウェル他編著では，先進国市場の多国籍企業から新興国市場にある後発企業へ

のダイナミックケイパビリティに基づく技術移転の戦略に関する歴史的な分析が行われて
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いる。そのような技術移転及び外部志向型の海外直接投資は，米国型のグローバル戦略経

営及びイノベーションの戦略経営の普及過程の中で捉えることができる。それはオープン

イノベーションの観点から理解することができると同時に，日本企業が20世紀後半以降，

米国企業から技術導入を積極的に行い，電機・機械など先端技術産業を確立した時期に直

面した経験にも共通している。

最近の R.ムダンビによる風力発電の企業の研究によると，新興国市場の企業による研

究開発の国際化が，産業上のリーダーへの全体的なキャッチアップ戦略に依存しているの

に対して，先進国市場の企業の研究開発活動の国際化は，能力活用型の海外子会社の設置

及び能力創造型の海外子会社の設置という２つの類型の戦略的な視点から説明することが

可能である26）。そこでの鍵概念は，ビジネスネットワークによるダイナミックな技術移

転，及び，多国籍企業の統合的な能力の構築である。地理的に差異化された能力間を結び

つける結合的な能力とは，多国籍企業に固有の能力と見なされ，その役割は，能力創造型

の子会社の生成・成長と共に重要性を増すことになる27）。多国籍企業は，異なる地理的な

文脈から生まれる知識及びイノベーションの間の連携を促進する独自能力を保持し，それ

らは相乗的或いは補完的な能力のポートフォリオを構築することになる28）。

J.カントウェル他の最近の研究によれば，ネットワーク化された多国籍企業において，

中国など新興国市場に最近形成された海外子会社の中には，長期的な能力蓄積を実行する

ことなく，積極的な能力創造を実行に移すような事例が生まれており，それらは親会社に

依存することなく，内部的・外部的な知識源泉に依拠しながら多国籍企業の能力を創造し

ている29）。これらの海外子会社は，多国籍企業のネットワーク構造の条件下で，企業家的

な面でのダイナミックケイパビリティを体現しており，オープンイノベーションからの便

益を獲得することも可能になっている。そこでは，プラットフォームとしての地域のイノ

ベーションシステムの進化の好循環を創造することが前提になってくる。

J.カントウェル他は，新興国市場の企業の最近の変化を含めて，多国籍企業におけるオ

ープンイノベーションシステムへの移行に関する研究を歴史的な視点から行い，新たな企

業形態としてのポストチャンドラーモデルの形成メカニズムを解明しようとしている。国

際ビジネス活動をめぐる環境変化は，企業内及び企業間の両方において，よりオープンな

ネットワークの形成を促しており，イノベーションのためのオープンネットワークの普及

は，企業間における境界を益々，曖昧なものに変化させている30）。オープンな構造の特徴

とは，企業の内部及び外部のネットワークが，より緊密に互いに結合されるようになるこ

とである。

ここでは J.カントウェル他の最近の研究を基にして，国際経営の領域で企業のイノベ

ーションの戦略経営の変化がどのように生じているかについて，ダイナミックケイパビリ
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ティとオープンイノベーションの統合的な視点から考察を行った。それらは最近では能力

創造型の海外子会社から生まれるリバースイノベーションの研究にも繋がり，地理的な空

間及び立地が果たす重要性を高めている。

（３）経済地理，戦略経営，イノベーションの分野の統合的な視座

J.カントウェル及び R.ムダンビは，最近の新たな研究の潮流として重要なアプローチ

を展開している。これは，国際ビジネス活動の立地に関して国際ビジネス，戦略経営，経

済地理，イノベーションなどの専門分野を越えた研究を行おうとする考え方であり，国際

ビジネス，イノベーション，戦略経営，経済地理など多様な分野のアイデアを統合化しよ

うとする研究アプローチである31）。J.カントウェルの編著による Location of International 

Business Activities, Integrating Ideas from Research in International Business, Strategic 

Management and Economic Geography, 2014が刊行されており32），2014年の AOM及び

2014年の AIB（Academy of International Business）で報告されている。

J.カントウェルは，立地，戦略経営，イノベーションの要素を統合化して研究が行われ

る背景として，①グローバルな都市地域或いは急成長する巨大な都市地域の周辺に近接し

たクラスター活動の生成或いは再活性化，②多くの大規模な多国籍企業（MNE）及びそ

の事業パートナーによって管理或いは調整された価値連鎖の内部におけるグローバルな活

動の拡散の増大，の２つを挙げている33）。上記以外の要因としては，新興国市場など地理

的な文脈の急速な変化，インターネット及び Smart Phoneなどの ICTの急激な進化，イ

ノベーションを行う際の技術の複合化の進行などの要因が，新たに影響を増大させている

と考えられる。R.ムダンビは，地域のクラスターがしばしば国境を越えて，益々互いに

緊密に結合されており，地域のクラスターの繁栄は地域の環境に依存するのではなく，グ

ローバルネットワークとの結合性に依拠する“新たなフラット性”を前提としたものへと

変貌しつつあると指摘している34）。

J.カントウェルは，多国籍企業が地理的により分散化する技術知識・アイデアの源泉と

して，立地を考える際に，“グローバルな結合性”がより重要になる理由として，３つの

要因を挙げている。それらは，a）局地化されない技術的な知識の探査が，専門化した知

識の深耕に制約が生じ，製品に埋め込まれた技術的な複雑性が増大するにつれて，漸進的

に増大してきたこと。b）MNCの海外子会社の単位が，技術的に遠距離にある知識ソー

スへの接近の潜在可能性を通して，母国（或いは現地国）の立地の専門化する分野におい

て，この側面から特定の役割を果たしていること。c）内部的な知識と遠隔にある外部的

な知識との結合が，価値創造の新たな領域をもたらすであろうことである35）。彼は，

MNCの知識交換メカニズムの再構成及び強化は，下位単位が，自らの企業集団内での知
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識生成に際して，より創造的な役割を果たす上で本質的に重要であること，そして海外の

地域に設置された創造的な子会社が，益々，境界を越えたオープンネットワークの結合性

のノードを主導しつつあることなどを指摘している36）。

国際的にネットワーク化された情報に基づく資本主義の時代が到来した結果，既に述べ

たように新興国市場にあるキャッチアップ企業が，外部源泉からの技術知識の吸収，能力

構築及び再編成を通じて先端的な技術水準に到達する現象が生成している。他方で先進国

の成熟した多国籍企業の競争優位性は，自らが経時的に結節点を越えて調整する国際的な

生産ネットワーク（global production network）を新しい能力の発展を促進するような方

法によって統合化する企業の能力から，益々生じるようになっている37）。

企業が，グローバルな地域のクラスターに埋め込まれた社会的存在として機能すること

が存続発展の前提とされる限り，新興国市場，先進国市場の企業にとって持続可能な開発

及び繁栄をめぐる課題の解決は，存続の基礎的な条件に関わるものになる。それでは多国

籍企業のダイナミックケイパビリティと地域の持続可能な開発及び繁栄を考える際に，グ

ローバルな結合性と地域のクラスターから生じる企業家的なイノベーションについて，ど

のように考察すべきか。グローバルな結合性の概念が，イノベーションの戦略経営論にお

いて重要性を持つ理由は，どのような全体状況の変化によるものであろうか。次章ではこ

れらの視点から論じることにする。

Ⅳ．新興国市場の持続可能な開発，先進国市場の持続可能な繁栄， 

グローバルな結合性

（１）イノベーションのクラスター（cluster of innovation）の考え方を中心にして

新興国市場の企業による経済活動は，イノベーションを創発する個人が持つ企業家精神

に内在的に関連性を持ち，それらは地域の持続可能な開発に結び付いており，世界の地域

のクラスターとの間で生じる“グローバルな結合性（global connectedness）”を通じて，

相互に学習する関係性を深めつつある。ICTを基礎とする新産業領域の駆動力として，オ

ープンイノベーションの現象に光が当てられるのは，このような事実が背景に存在するた

めである。製薬産業を始めとする地球規模でのサイエンスビジネスの高度化の進展は，こ

の流れを加速させている。それらのメカニズムを解明する研究は，カリフォルニア大学の

A.サクセニアン教授による米国シリコンバレーの ICT産業の集積地域の進化，新興国 

市場への頭脳流出，すなわち母国への頭脳還流に関する研究から始まったと考えられてい

る。R.ムダンビは，インドのボリウッドとバンガロールのクラスターが成功した要因に

ついて，クラスター間でのグローバルな結合性の視点から分析を行っており，クラスター

の再構成の過程においてネットワーク構造が果たす役割を強調している38）。
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この問題は，米国が，建国以来，海外からの移民の活躍に依拠してきたことから，米国

内での移民の活動の研究に結び付けられる傾向がある。ボーングローバル企業が，地域の

クラスターを苗床にして躍進する今日，企業家精神の豊かな個人が，地域のクラスターを

通じてグローバルに連携することにより，世界規模のイノベーションの創造に繋がる流れ

が観察されており，それらはオープンイノベーションを通じて新産業の創出に結び付く潜

在的な可能性がある。新興国市場発のハイテク・ボーングローバル企業の発展は，地域の

持続可能な開発に多大な貢献をもたらし続けている。

イノベーションのクラスターとグローバルな結合性について新たな統合的な視座から捉

えた研究文献として，カリフォルニア大学のハスビジネスクールの J.S.エンゲル教授編著

による Global Clusters of Innovation –Entrepreneurial Engines of Economic Growth around 

the World, 201439）を挙げることができる。J.S.エンゲルによれば，イノベーションのクラ

スター（Cluster of Innovation）とは，新技術が驚くべき比率で生み出されるグローバル

な経済発展の源泉となる活性化した場所であり，資本，専門家，才能のプールが，新産業

とビジネスの新たな方法の展開を促進するような場所を示す概念である40）。それは高度に

イノベーティブなクラスターが，高成長企業の継続的な生成をいかに支援するかを説明す

る概念であり，例えばバイオ創薬の企業が，米国のシリコンバレーにおいて連続的に生成

するメカニズムを説明することができる41）。J.S.エンゲルは，グローバルな紐帯（global 

ties）の存在を重要な要因として挙げている42）。

D.ティースは，前掲書の序文でイノベーションのグローバルクラスターとは，競争と

協力を同時に遂行する相互に結合した企業の集積であり，地域のハイテククラスターから

生まれる多様な背景と専門性を持った企業家による新規創業企業の経営が，経済成長に貢

献する重要性を指摘した上で，ダイナミックケイパビリティの理論的な枠組みが新たな可

能性を持つと論じている43）。真に成功したイノベーションのグローバル・クラスターは，

増分的というよりは急進的なイノベーションを志向した世界規模の企業の活動と連携して

いると考察を結んでいる。

R.ムダンビ & M.ローレンツェンは，インドのバンガロールにあるソフトウェア産業の

クラスター及びムンバイにある映画産業のクラスターのボリウッドに関する事例分析の結

果，新興市場経済の下では，脱 -集権化した経路によってグローバル経済と連携したクラ

スターは，関連する産業及び技術をめぐる徹底したキャッチアップを実現する潜在的な可

能性を持つことを示した44）。すなわち地域の産業は，グローバルな結合性を通じて，地球

的な生産及びイノベーションシステムに繋がることを可能にしており，連携のネットワー

ク構造がその実現性を決定付けている45）。すなわち分散化したネットワーク構造が，イノ

ベーション及びキャッチアップのための良い機会を提供することになる46）。
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先進国市場にある地域のクラスターと新興国市場にある地域のクラスターは，相互に学

習する関係性を進化させており，グローバルな事業展開を行う企業には，先進国市場の持

続可能な繁栄が，新興国市場の持続可能な開発に連動して相互に好循環を描くコラボレー

ティブなイノベーションの戦略経営を実行することが要請される。すなわちグローバルな

価値連鎖の創造とローカルな価値連鎖の創造のバランスを制御する戦略の設計について考

察することが必要になると考えられる47）。

経済地理学，戦略経営，イノベーションなどの分野を統合的に研究する上で，オープン

イノベーションの枠組みを援用することは，有効性を持つと考えられる。この問題につい

て，慶應大学の浅川和宏教授は，H.チェスブロー他編著，New Frontiers in Open 

Innovation, 2014の中で，グローバル研究開発の研究が，立地の意思決定，距離及び地理

的な範囲，海外子会社の役割，グローバルオープンイノベーション，内供的及び外部的な

ネットワークを管理する組織能力，さらに新興国でのオープンイノベーションの管理など

の分析レベルに拡張できる，と指摘している48）。オープンイノベーションが，俯瞰的な視

座を持ち，その特質を活かして新たな領域で応用される可能性は重要であり，多国籍企業

のダイナミックケイパビリティの高度化に対応する ICTの進化に適合した新たな研究ア

プローチとして発展する方向性を包含している。このような視座は，新興国の持続可能な

開発及び先進国と持続可能な繁栄をイノベーションシステムの連携の中で俯瞰的に理解す

ることを可能にするものと考えられる。ここで強調する必要があるのは，企業の最高経営

層がグローバルな戦略経営の遂行の際に地域のクラスターの間で生じる“グローバルな結

合性”を柔軟に適切に管理することであり，技術変化を含めた偶発的な変化を戦略上の変

化に再編成するための能力，すなわちダイナミックケイパビリティを高めることである。

そのような事例として，米国のシリコンバレー発の新たなイノベーションの潮流として

生成しているモノのインターネット化（Internet of Things）の現象を挙げることができ

る。スマートフォンを始めとする新たなデバイスが，製品・装置のユーザビリティを劇的

に向上させていることが背景に存在する。M.ポーター他は「IoT時代の競争戦略」の中

で，接続機能を持つスマート製品の出現の結果，システムの複合体としての性能が重要に

なり，業界間で新しい境界が生じると推測している49）。それは事業領域の拡大と複合的な

エコシステムを創造することになる。IoTは，製品の機能性及び性能の段階的な向上のみ

ならず，顧客ニーズへの対応力を劇的に高めることで，エネルギー，水，原材料などの資

源を保護しつつも，製品の効用，安全性，信頼性を向上させると考えられている50）。それ

により米国のシリコンバレーなど ICT分野のクラスターの企業に，インテルなどが獲得

した技術的なリーダーシップの恩恵が，もたらされる可能性がある。これはオープンイノ

ベーションを通じて地域のクラスター間でグローバルな結合性がもたらされる事例であ
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り，イノベーションのクラスターの視点からの説明が有効であると考えられる。

先進国と新興国との共同の面に着目するならば，2012年頃より先進国のドイツ企業，米

国企業を中心にしてインドなどの新興国市場を巻き込んで進行しているインダストリー

4.0，工場のスマート化の動きは，デジタル技術に依拠しながら効率性を高め，企業の進

化的な統合能力，すなわちダイナミックケイパビリティを劇的に高めると同時に，工場の

ネットワーク化により立地をめぐる物理的距離の制約の克服を目的としている51）。それに

より，個別の顧客への対応能力の飛躍的な増大，個別製品からの収益性の拡大，意思決定

の最適化，さらには仕事の柔軟組織化によるライフワークバランスの促進などが期待され

ている。これを支える基盤技術が，IoT（接続機能を持つスマート製品），ロボット，３D

プリンターになると考えられている。

製造業の基盤整備を課題とするインドは，自国の強みである ICTを生かして IoTを組

み込んだ製造システムを進化させる試みを実現しており，例えば Tech-Mahindra社など

では，IoTによる技術融合を通じて，スマートフォンで操作可能な電気自動車の開発及び

生産を開始している52）。このように IoTの技術は，世界に分散化した高度技術のクラスタ

ーとのグローバルな結合性を通じて，新興国市場の企業の優位性を活用する梃子として機

能することが期待されている。

他方で米国，日本を含めた先進国市場の企業が推進している先端的な製造工場の国内へ

の回帰の動きは，イノベーションの源泉となる知識の集積体としての工場を地域のクラス

ター再生の原動力として再編成しようとするグローバル戦略の一部として捉えられる。米

国では，政府の支援策として，先進製造業を支援する産学官連携の枠組みである先進製造

業パートナーシップ（Advanced Manufacturing Partnership）が，本格化に始動しており53），

先進製造業の促進がオハイオ州に開設された３次元（３D）生産技術の研究拠点などが，

注目されている。これらの動きは，本章で示した新たな統合的視座に依拠することによ

り，メカニズムの解明が可能である。また最先端技術を保持する日本の地域の中小規模企

業が，シリコンバレーを始めとする世界のクラスターとの間でグローバルな結合性を獲得

するための政策的支援の実行なども，この問題に関連している。

このように，経済地理，戦略経営，イノベーションの分野の統合的視座は，グローバル

な価値連鎖の短縮化がもたらす効率性と創造性，企業のグローバルなイノベーションの戦

略経営に与えるインパクトについて扱うことを可能にする。先進国市場の企業の立場から

は，グローバルな価値連鎖の創造と地域的な価値連鎖の創造を統合化してバランスを図る

グローバル戦略経営を設計して実行する必要があると考えられる。

Rob Van Tulder, Alan Verbeke, Roger Strange は，European International Business 

Academy（EIBA）が編纂した International Business and Sustainable Development, 2013の
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序章「持続可能性への新たな経路の探求：複雑性の評価」の中で，ミクロ・マクロ・メゾ

の多層的な企業戦略の在り方に関して考察しており54），ダイナミックケイパビリティの新

たな展開に際して示唆的である。

（２）企業のグローバル戦略経営への実践的な含意

本章でこれまで論じてきたことは，日本企業の戦略アーキテクチャーにとって重要な意

味を持つ。ここでは，グローバル戦略経営への実践的な含意について論じたい。アジア新

興国市場と欧米先進国市場との結節点に位置する日本企業においては，先進国市場の地域

のクラスターの再活性化と新興国市場の地域の持続可能な開発を担うインベーションをグ

ローバルな結合性を通じて連携させることで，多様な地域コミュニティにあるユーザーイ

ノベーションを活用する優位性を獲得することが可能であり，それにより包括的な経済発

展の持続可能性に貢献する戦略を探求することができる。それらは大規模な複合事業企業

に限定されるものではなく，環境・医療・教育などのハイテク分野における地域発のグロ

ーバルニッチトップ企業55）による地球規模でのリバースイノベーションの先行的な実現

を考える際にも適用することが可能である。

先進国市場の企業が，炭素隔離，分散型発電，海水淡水化，医療機器など，複合技術領

域でのリバースイノベーションを実現化するには，新興国市場と先進国市場のクラスター

の間でのグローバルな結合性の管理が重要な課題であり56），それにより，収益性のある巨

大な市場を獲得することができる。新興国市場に設置された能力創造型の海外子会社が形

成するダイナミックケイパビリティと地域のクラスターの進化は，先進国市場の地域のク

ラスターで要請される新たな次元のユーザーイノベーションの仕組みと同型性を保持する

ものと理解できる。

J.カントウェル他編著では，新興国市場の急速な発展を支える多国籍企業によるダイナ

ミックケイパビリティの進化的な展開，国際的な技術移転及び海外直接投資がもたらす地

域能力と価値連鎖の創造について詳細な分析と検討が行われた。しかしながら国家よりも

地域を主軸とする地理的な空間において，企業家的なイノベーション活動が活発化する現

在において，先進国市場に埋め込まれた地域のイノベーションのクラスターの再生に焦点

を当てたケイパビリティの再構築の過程に焦点を当てる必要がある。ハーバード大学の

G.ピサノ教授は，強い産業上のコモンズに企業が属することの戦略的価値の重要性につ

いて指摘している57）。そのことは，グローバルな価値連鎖の創造とローカルな価値連鎖の

創造の均衡化を図るダイナミックケイパビリティを探求することを意味する。

オープンイノベーションの観点は，地域のクラスターで活躍する企業家精神の豊かな個

人や組織を連携する“グローバルな結合性”を理解する上で，有効であると考えられる。
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それにより，新興国市場での持続可能な開発と先進国市場での持続可能な繁栄とを両立さ

せる視点を提供することが可能になる。多国籍企業は，R.ムダンビの言う国境を越えた

複合立地型企業（Multi-locational Enterprise）58）として，“グローバルな結合性”を活用す

ることでグローバルな戦略経営を実行に移し，先進国市場の持続可能な繁栄と新興国市場

の持続可能な開発とのバランスを制御するような戦略のアーキテクチャーを俯瞰的な視座

から描くことが要請されると考えられる。多国籍企業の最高経営層には，先進国市場及び

新興国市場の各々に埋め込まれた地域のイノベーションシステムの進化を促すことを視野

に入れて，それらの同型性の間で均衡を図るような戦略思考及び行動原理を醸成すること

が求められる。そのことが，新興国市場の持続可能な開発と先進国市場の持続可能な繁栄

を両立させる根本的な問題解決を導く鍵になると考えられる。

本稿で論じたように，国際経営論の領域にはイノベーションの戦略経営論が浸透する傾

向を増しており，そこでは経済地理，イノベーション，戦略経営などの複合的なアプロー

チによる研究が発展を見せている。多国籍企業によるイノベーションについて経済地理と

の関連で研究された文献として，Simona Iammarino & Philip McCann著，Multinationals 

and Economic Geography –Location, Technology and Innovation–, 201359），企業家精神とイ

ノベーション政策との関連の文献として，David B.Audretsch, Mary Lindenstein編著，C 

reating Competitiveness –Entrepreneurship and Innovation Policy for Growth-, 201360）を挙

げることができる。

Ⅴ．むすびにかえて

本稿では，米国経営学におけるダイナミックケイパビリティの視点から多国籍企業のイ

ノベーションの戦略経営の変化について考察することを目的として，第Ⅱ章では，米国経

営学が複合的な問題解決を指向して変化しており，国際経営論の分野で現在生じている変

化が，ダイナミックケイパビリティの概念を中心にしてイノベーションの戦略経営論が浸

透する過程であることを論じた。第Ⅲ章では，J.カントウェル，R.ムダンビなどの先進

国市場と新興国市場の企業によるイノベーション経営の研究に関する考察を行い，グロー

バル戦略経営の視点から新しい研究の潮流として，経済地理，イノベーション，戦略経営

の分野のアイデアを統合するアプローチについて検討した。第Ⅳ章では，その中で最近注

目されている J.S.エンゲルが提唱したクラスターのイノベーション（cluster of 

innovation） の考え方を中心にして議論を展開した。

本稿で論じたように，ダイナミックケイパビリティの理論は，新興市場国の地域の持続

可能な開発を実現する上で必要な企業の駆動力について説明すると同時に，先進国市場に
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おける地域の持続可能な繁栄を実現する均衡的な能力を説明することが可能であり，それ

らを結びつけるグローバルな結合性の戦略的管理を扱うことができると考えられる。企業

家的な行動を重視するイノベーティブな多国籍企業は，地域のイノベーションシステムの

間のグローバルな結合性を戦略的に管理する主体として把握されるべきであり，政策的な

視点から分析することが必要になる。

地域の持続可能な開発及び繁栄の課題は，地球規模においてグローバルに連携する傾向

を見せており，これらの課題について企業のグローバル戦略の視点からダイナミックケイ

パビリティとオープンイノベーションの理論的枠組みに依拠して検討することが必要にな

る。国際経営論の領域にイノベーションの戦略経営論が，浸透する過程は，さらに加速す

るものと考えられる。

グローバルなイノベーションの戦略経営の視点から見るならば，ユーザーイノベーショ

ンの進化が最近の大きな鍵であり，クラウド技術など ICTの地球的な規模での普及に伴

い，新たな次元で“イノベーションの民主化”（democratizing Innovation）が進展する状

況が生成している61）。ICTの進化が，地域のクラスター間でのグローバルな結合性を促進

することで，サイエンスビジネスと関連する領域を超えた複合的なイノベーションが生じ

る可能性はさらに高まり，企業組織，非営利組織，非政府組織の間での統治とプラットフォ

ームのオープン化（Opening Governance）は，根本的な機会として認識されつつある62）。米

国のシリコンバレー発の Internet of Things （IoT）， M.ポーターが重要な概念として指摘

する「接続機能を持つスマート製品」，３Dプリンターの普及などは，これらの流れを加

速する最近の事象として理解できる。それらは長期的な視野に立ったイノベーション，持

続可能な繁栄に寄与すると予測されている。先進国のドイツ，米国を中心に新興国を組み

入れながら進行しているインダストリー4.0の構想などは，これらの動きと連動する注目

すべき変化であり，ダイナミックケイパビリティの新たな潮流と方向性を象徴するものと

考えられる。
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